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▲写真２　天守最上層内部のようす（ＣＧから）�

▲写真１　北東から見た天守（ＣＧから）�
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津
山
城
の
天
守
５�

�

〜
Ｃ
Ｇ
映
像
の
天
守
〜�

■
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
通

勤
途
中
の
私
に
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
た
小
学
生
。
私
の
「
お

は
よ
う
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の

声
が
、
少
し
小
さ
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
（
反
省
）
。
こ
の
日
は
、
と

て
も
い
い
気
持
ち
で
１
日
が
始
ま
り

ま
し
た
。（
郁
）�

■
中
国
の
人
に
市
内
を
案
内
し
て
あ

げ
て
い
る
と
、
元
気
に
空
を
泳
ぐ
こ

い
の
ぼ
り
を
発
見
。
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
中
国
で
も
日
本
の
こ
い

の
ぼ
り
の
風
景
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
中
国
語
で
は
「
鯉

魚
旗
」
と
書
く
そ
う
で
す
。
あ
れ
っ

て
旗
な
ん
で
す
ね
。
（
ｅ
）�

■
（
ひ
）
さ
ん
の
後
任
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
６
年
い
た
前

職
は
長
か
っ
た
…
。
と
こ
ろ
で
小
桁

の
カ
タ
ク
リ
の
花
、
き
れ
い
だ
っ
た
ぁ
。

淡
い
紫
の
花
を
咲
か
せ
る
の
に
約
６

年
か
か
る
そ
う
で
す
。
ま
た
６
年
は

キ
ツ
イ
で
す
が
、
私
も
広
報
マ
ン
と

し
て
花
咲
き
、
卒
業
す
る
ぞ
ー
。（
Ｘ
）�

（４月１日現在）�
人　口　89,894  人（前月比△282）�
　男　　42,820  人（同△148）�
　女　　47,074  人（同△134）�
世帯数　34,851世帯（同△18）�

３月中の異動数�

ひ と の 動 き�

国民健康保険料1期�
軽自動車税全期�

納期限：5月31日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　103人、死亡　  81人�
転入　734人、転出  1,038人�月�

２００４�

　これまで数回にわたって津山城の天守の
技術的な特徴について考察してきました。
今回は天守考察の最終回として、津山城築
城400年記念事業で作成されたコンピュー
タグラフィックス（以下「CG」と略します）
に登場する津山城天守（写真１）について
紹介します。このCGの津山城は築城当時
の天守の姿で、広島大学名誉教授の鈴木充
先生により監修されたものです。（津山城
は文化６年（1809年）火災に１度、遭って
います）

　まず外観で特徴的なのは、以前に述べた
ように最上層の入母屋屋根以外に破風が全
く使用されておらず非常にシンプルな外観
である点です。
　また、下から４層目以外の屋根は瓦葺き
ですが、４層目の屋根のみが板葺きになっ
ています。この屋根については、幕府をは
ばかって５層の天守を４層に見えるように
わざと板葺きにしたというような説もあり
ますが、確証はありません。
　そして、この天守の最大の特徴は最上層
にあります。最上層にはほとんど壁がなく
（白く見えるのは障子です）、さらに外周
に太い柱が立ち並んでおり、４層目以下の
白漆喰塗籠の壁面に比べて非常に開放的な
構造になっています。このような構造で再

現した理由は、最上層内部の仕様にありま
した。
　文献によると最上層はすべて畳敷きで格
子天井を備えており、さらに中央に２間×
２間半の上段の間を設置しており、その部
分の天井は折上格天井という、御殿建築で
最上級の仕上げになっていました。また、
その上段の間には九曜紋の入った釣鐘（写
真２）が存在していたことも分かっています。
この釣鐘は細川忠興（妻は非業の死を遂げ
た細川ガラシャ）から森忠政に贈られたも
のといわれており、「編笠風の釣鐘」など
と呼ばれる南蛮風の釣鐘でした。（現在は
大阪の南蛮文化館に展示されています）
　これらの記載から、天守の最上層は折上
格天井を持つ上段の間の中央に釣鐘がつる
されているという、極めて特異な景観を呈
していたことが分かります。

　ここから先は想像になりますが、忠政は
細川忠興からもらった釣鐘を非常に大切に
しており、天守最上層はまさにこの釣鐘の
ための空間として存在していたと思われます。
また、この釣鐘は恐らく実際に使用されて
いたはずです。そしてこの釣鐘の音を城下
に響かせるために、天守最上層がこのよう
に開放的な構造になっていたのではないで
しょうか？
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い   り   も   や�

かわらぶ�

おりあげごうてんじょう�

しろしっくいぬりごめ�


